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はじめに 
大学教育には，実験・演習・卒研形式のような少人数で

個別指導を重視するものと，大教室で数百人の受講生を相

手に講義を行うものがある．大教室講義においても，個別

フィードバックは学習効果があるとされているが履修学

生数の多さから効率的に行うことは難しい． 
 筆者らは大教室講義形式でも個別フィードバックを支

援できる教育サービスの設計を目的とし，本学必修講義

(480 人規模)で実運営を行うこと前提として設計を行った．  
 
講義の概略とフィードバック上の課題 
この必修講義は学生に毎回提出レポート（自己チェック

シート：SCS）を配布する．SCS には講義メモや学習の気

付きを記述するだけでなくグループワークなどを行い，そ

の成果をレポートとして講義終了後に提出する．SCS は教

員スタッフの添削の後，返却ボックス（学籍番号で 50 区

切りを 11 個）内に入れて次回の講義開始前に返却されて

いた． 480人規模の講義でありながらフィードバックに対

して積極的に実行している． 

だが，このスタイルでは実施上の問題点がある． 

一つ目の問題は，480 人の学生が SCS を提出・回収する

際の混雑に伴う問題であり，これにより本来の講義時間が

確保できない問題が発生していた．この問題点に対しては，

学生が提出・回収作業をスムーズに行えるサービスが必要

である． 

二つ目の問題は，学生全員がSCSの受け取りを無事に終

えることができない問題であり，欠席，紛失，取り間違い

やSCS提出は行うがSCSを取りに来ない学生などのエラー

要因が絡み合い問題を複雑化させていた．この問題点に対

しては，添削したSCSを確実に学生のもとに返却するサー

ビスが必要である． 

 

 

サービスのねらいと概要 
本サービスのねらいは次の二つである． 

(1) 学生に次回講義前までの早期フィードバックを行う． 
(2) 学生の個人情報保護を実施しながら，確実性の高い個

別返却を行う． 
講義における学生のワークと教員スタッフの添削作業

は紙メディアの特性を活かして行い[1]，出席確認・集計作

業と SCS の返却は電子化を行うことで効率化を図れるこ

とから電子メディアで行うことを基本とした．そして上記

二つのねらいに応えられるように e-Education-Service 
(e-ES)の設計を行った(図 1)． 
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図１ e-Education-Service 概要図 
 
e-ES の一連の流れは，学生が提出した SCS を教員スタ

ッフが添削した後，スキャンして電子画像化する．その後，

電子画像をサーバにアップして，各学生にメールを配信す

る(メール返却サービス)．学生は受信したメールに記載さ

れている個別の URL にアクセスし，添削済みの電子画像

をダウンロードして返却が完了する．講義直前以外に返却

する術がなかった以前に比べ，e-ES では自宅やキャンパ

スなどネットワークの環境がある場所ならいつでも SCS
の回収を行うことができる． 
しかし e-ES はSCS から電子画像へ変換する課題，電子

画像から学生の情報を抽出する課題と添削された SCS の

個人情報を保護しつつ大量に送信する課題の３つがある． 
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紙から電子画像への変換と情報抽出 
電子画像への変換課題に対しては， スキャン時にどの

ように情報を読み込むのかを定義するグリフコードを

SCS に埋め込む工夫を行った[2]．出席確認や集計作業な

どを円滑に実行するための学生情報の抽出課題に対して

は， 提出用紙に学籍番号OCRを埋め込む工夫を行った(図

2)． 
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図 2  電子化と集計作業を円滑に行うための技術 
 

グリフコードを埋め込んだ SCS 上部にある学籍番号

OCR によって学生を区別し出席確認が行われる．しかし

学籍番号 OCR を空欄とし学生本人が記述する方式だと書

き方のルールを無視したフリーハンド記述や消しゴムに

よる消し損ないなどが多く出てきてしまう．これらは読み

取りエラーとなってしまいサービス運営上大きな負担に

なると予想された．そこで本サービスでは，学生それぞれ

の学籍番号をあらかじめ印刷した(プリントコードされ

た)用紙を用意しエラー数を抑える工夫を行った(図 3)．実

際OCRの空欄用紙からプリントコードされた用紙にするこ

とで，実運用の結果読み取りエラー数は 50 件から 0 件に

減少し，成果が認められた．  
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メール返却サービス 
メールでの返却を円滑に遂行させるために，電子画像の

添削済みSCS を学籍番号と対応させ， 登録済みのメール

アドレスで各学生に自動送信を行うようにした．メールの

形式は体裁が決まっていて，学籍番号，氏名，アップ先

URL は学生毎に個別化されている(図 4)．学生はメール内

に記載されている URL にアクセス・ダウンロードするこ

とによって返却が完了する．この URL にはランダムな文

字列が埋め込まれていて，メール受信者以外のアクセスを

防ぐ工夫を行っている(図 5)．  
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図 4 返却メール本文 
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図 5 メールによる個別返却の仕組み 

 
まとめ 

e-ESは本学必修講義に導入され，実用的に展開された．

その結果，当初のサービスのねらいに沿った具体的なフィ

ードバック支援が可能であることが実証された[3]． 
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図 3 読み取りエラーを減らす工夫 
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